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学校教育目標：変化していく社会に対応できる、心豊かな主体性のある生徒の育成を図る 

令和７年度重点目標：主体的な学習「わかった」「できた」「やってみよう！」＜授業改善＞ 

          自己肯定感の向上 「船穂大好き・人大好き」＜探究学習＞ 

 

  

９月１０日（水）２年生は、チャレンジワークに向けて、マナー講座を
行いました。（開始と同時にものすごい雷雨、嵐で大変でした！）講師と
して、国家資格１級キャリアコンサルタント技能士の小林 千展（こばや
し ちのぶ）先生にお越しいただきました。かつて、日本を代表する大企
業で仕事をされていた先生のお話は、分かりやすく説得力のあるものでした。倉敷にある

アイビースクエア（１８８９年に建設された元倉敷紡績所）に、アイビー（ツタ）がある
のは、社員の健康を守るためだったということや、保育園を併設した医療
施設が他に先駆けてできたことなど、倉敷の産業にまつわるお話もしてい
ただきました。社会人としてのマナーについて、礼（おじぎ）の仕方につ
いて、また、最後にはチャレンジワークのために電話をすることを想定し
てのシュミレーションもしていただきました。２年生にとっては、初めて
聞く内容が多く、あっという間の５０分間でした。職場体験に向けての準
備が一つ整いました。少しずつ学習を重ね、１０月末にある職場体験を実
り多きものにしてほしいと思います。 
 

 

 

生徒会の選挙が少しずつ近づいています。今年は、
８名の立候補者が出ています。船穂中学校のために、
がんばってみよう！と思って立候補している素晴ら

しいメンバーです。また、選挙管理委員は、連日委員
会を開き、選挙に向けて全力で準備をしています。今

日の６時間目には、選挙について各クラスで、選挙管理委員より説明が
あります。 
立候補者の話をよく聞き、思いを大切にし、全校生徒一人一人がよく考えて、公正に選

挙が行われることを願っています。 

  

 

ちょっと悲しい話です。図書室の使い方がよくありません。昼休み
のわずかな時間に大勢集まって、にぎやかに過ごす生徒がいるようで

す。本当に本を読みたい人が困っていたり、司書の先生にも迷惑をか
けたりしています。中には、先生の注意を聞かない生徒もいます。 

図書室の前に行くと、ドアにこんなプリントが貼って
ありました。残念です。図書館は話をしに行くところで
はないし、かくれんぼや追いかけっこをするところでもあり
ません。読みたい本を探し、静かに読書をするところです。
十分わかっていることだと思いますが、ご家庭でも少し話題
にしてみていただけると助かります。 

 

 

 

 


